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臨面する五つの国難と課題

、‘『司E〆〆� 

20年以上も菌、東部部会で� .i告の理事会が

鴎かれたことがあります。発足して� 15年稜

経って、主客観期の勢いが失われている神学会を

いかに活性誌するか、当時の理事長、九l1J忠孝

中心に話し合いました。そうした努力の

もなく事態は改善されずに来たのか、

あって神学会は今自まで働きを続けて来ること

ができたのか、評舗は分かれることでしょう。

日補背主義神学会が直面している困難は三

つあると思います。第一の困難は「教会の健全

な成長と発展に奉仕することを目的とするJ神
(焼約第 4条〉の前に、課題がLl!積してい

ることです。変北のスピードが加速され、

化、多元fとが進むこの時代、教会が次々と新し

していることは、部えば生命鎗穣

ひとつをとってみても明らかです。しかし、
¥'--""" るように、キリスト教神学は議俸をめ

ぐる内外の挑戦にえLえる通翠で彰成されて来ま

した。ですから私どもも多くの向いの中からよ

り本質的なものを選り分けて、それに取り組ん

で参りたいと思います。そこに、神学会の存寵

意義があるのですから。

第二の悶難は、神学会のアイデンティティ、

存立の基盤に関わるものですc 元々

有する言葉であり、いつの時{i;

もそれがやJを意味するかが関われて来まし

しかし、議誉主義神学のfゆれjが語られる� (26 
[20031引の]ETSニュースにおける藤本議

今耳、ぞれがなお一層関われてい

るように思います。� 

08年秋に予定されている全国研究会識は、

まさにこのこつの課題との取り組みです。テ

マは今日の日本における伝道の再考で、使僚の

内田和彦

内容から、松道の担い手と受け手、その結実と

しての教会彰或まで、神学的な考察を加えるこ

とにより自らを問い、援かれている状況からの

爵いかけに，志えることにごよります。

第三の酉襲撃は、欝擦に述べた会合でも雷、識さ

れたことで、教会内の報壊の変{t~こ伴う神学会

の「停諜Jです。熱い期待が寄せられた発足当

初と違い、多くの研究機関や研修の場が会員の

大半を占める牧師たちに提供されるようになり

ました。しかも多くの合員が、そのような研究

機関の闇きを推進する窓場にあるため、神学会

の活動に集中できない現実があります。

それでは、稿者主義神学会は最卒その設訴を

終えたのでしょうか。そうではをいと患いま

す。私たちは、揺誉主義諸教会全体の神学的営

みが豊かなものとされつつあることを喜びつ

つ、しかも神学会の為すべきこと、為し毎るこ

とを再認識しなければなりません。率置に言っ

て、神学会には諸機関には無い広さがありま

す。ひとつは構成メンバーにおける広さで、こ

こで私たちは様々な伝統に立つ方々と交流でき

ます。もうひとつの広さは、特定の研究領域、

プロジェクトに限定されず、成く神学諸科に総

合的に関わることができることです。こうした

神学会であればこそ、持学の楼究・教育‘研修

に当たる諸接需に絡広い交わりと協力の場を提

携できるのです。全密餅究会議は、その搭静の

機会となちますc

どうぞ、福音主義神学会のためにお祈りくだ

さい。それとともに、者い世代の牧師・教師に

神学会を紹介し、大切な神学的研繍の場にお誘

いください。あと数年で間十閥年寄と迎える神学

会に若い方々の参加が持たれま

帯、� 
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令語地区部会報告@

-・匡劃掘信組!~融ー

れ理事会構成

。役員理事理泰長:翁沢1E則
書記:内図利彦

会計:渡辺総

。学会総:本内伸嘉、藤本治

。蕊門業霊祭 駿善幸学:内毘事Iliiま
組織術学:I鶏妻子祐二、丸山総滋

壁重量~A申然横山 武� 

3だ践練学:j篠原導夫� 

2.研究会・講演会

:手袋期公開講座 :2紛8寺，� 6月19B U Il 
:主緩:r神のしもベか貧欲な獣語、j

発惣� 1 i富井義昭氏「ダニエル害警における教会と国

家 ーダニニI:'レ警撃に見る子患の

国と人の湖一J
発霊童2 内問和彦氏「カイザ，).，のものはカイザJ こI).，

ーマルコ� 12章� 13-1i童話� par.
の研究…� j

コ…ディネーター 水;蕊修治氏

@秋期研究会:2006 '" 11 f.l2i日(f.l) 
主話題:rま古代教会史に光をあてるj

発総� i 小林高徳氏「ナグ・ハマデイ文議における

ヨハネの福音襲撃の解説 新

約工E典とグノーシスオミ遣を-J
発題2 丸山悩溺H毛「ニカイア公会議をめぐる縁関

薬草 コンスタンテイヌス持� 

1tの光と影� J 
潟言語 内閲和彦氏

玄部門i活動
基~l号学郊門: 200i年� i月22日 (月)
研究発表 ランドJ ショート氏.).，

マbeSignifican問。ftheHistory of DaYId's‘

Risピinits Biblical Contexl" (I日約)

三i議論氏
「予言者ダピデ …イ吏徒の働き� 2主主におけ

るベテロの務務手1m…� J(新約)

3，会員夢喜劇

く入会〉三i議 議氏([]本長老・横浜UJf:fI)スト教会)

悶村証主綴氏(東京基督教大学入

く退会〉青山総書憲氏、関沢修..氏(召天人斉藤害事美氏、

坂本談一氏、関本恭久氏、星菱矯嘉信氏、小助JlI
次雄氏

ー ・ 郡 部 密 臨 海戸圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃E 

1.理事会構成

。役員理事理事炎:1;村仁志;

書記行}II 正

会計:徐々木f操縦


。然公認:松浦閥、後Jぶ久III

。，+，泌総会会報:糖原久向、関� 23宏
 

2.研究会・識課題会

公協議演会� 2006'" 5月29 H 
渡辺 	 総~\;ポストモダン社会に士すするキリスト教

の J;ê~ 君事 j

秋季研究発表会� 2006年� 11月13日

JlIr二1一彦氏「中|玉i景教の空襲史と教義J
本下総也氏[綴村正久� D葉線一成1tこ見るキ� 1)スト理解J 

rt泌総会妥当報 第6号

工藤弘総.f¥:;fキリストぎの議俊一紋泌総iニ基づく実践

的意霊後� j 

関 昌宏氏「重軽方教会から学ぶ一一J'WESLEYとの関

わりさ台中心として 4

渡辺陸夫氏� f三つの緩史(ローマ・カトリック、ギリ 

シャ正教、プロテスタント・福音主義)か


ら霊性と神学の樹J

水上 勲氏「キリスト衰の成長と教育の狭間にあってj


全会泌 鍬氏「別所梅之助とその働き 
  
3.会員異動

〈入会〉餅凹-fft宏氏{インマヌエル綜合{え滋綴慾UJキリ

スト教会校長信入 ÚJ~奇ランサム秘彦氏パバイパ

ル聖書神学て校教授)

くよ協会〉 富津誠治氏、躍進永 医長氏

、輸酬が

-町州脈融雌・  

1.理事会事務成

。役員理準 型義務炎:市 III~葉則


会記正木牧人 

会計:鷹取絡成 


。修会誌:市JII康郎、安!照務 

。線事:工藤弘雄、橋本昭夫、� j栄村春英、福田充男、


滋j滋 滋、真鍋 字、火設ま裕作、金井由員選
 

2.研究会・謙譲考会� 

2∞6:年春の研究会� 4月24B (月) (関問機数掌波〉

「宣教と神学:ユダヤ人伝送の神学的校設受付けj

講演者:安玉県 李寿氏� 

2006年秋の研究会� 11 f.l2i行(月)(福音塗塁手練学校)


「福音主義釣運動� Th配� EvangelicalImpulsをとその
 
j選綴jを神学:豹;こ影琢するJ 

2(制Oi年選挙の綴究会� 4月23日 (月) (害事戸神学館)

研究発委主


主主基間後とキリスト教信1
!{J:特に改定「教育基

本法J::rめぐってj

コーデイネーター:~駐車 滋氏、橋本昭夫氏、

念多李白樹氏

講演者:i也尻良一氏、受注成総氏、 袴田康裕氏� 
、拘剛〆〆

3.会員爽動

〈入会〉主流H月久氏、� UJ2ドヲミ紀氏、門主主 一氏

〈退会う杉閥抗二氏、床次正規l¥;;a

-民主主笹主主蓬鎚梅田E E・・・E ・-
(B華寺)200i年� 5月iH (月}午後2待-5時

〔場所〕名古媛国鉄会館会議後?滋ひかり� 

(t続完撃〕後 部倉沢正IliJ(ま穫祭主義)、内田和彦

IJ:松浦11帯，+， 湾、佐身木保主義� 

Y首 都;溶液務成{会計)、正木殺人(秀記)、市� 

JlIJi禁長時
学会誌パ市JlIJl義則、松浦鰍敬称略}

聞開会の御言糞と祈祷:倉沢潔事長

議IJ1設記のあなたはどこにいるのか、イザヤ畿のわた

しはここにおりますの人をと燃し絞ける神の姿「自分ど撃

しjの時代、丘}j病、憲法の主主的:しの社会、人を探す

子専に出会うぷ自分と出会う� iカルヴアン� 1 円本福斉主

義神学会は� 19iO年発足 対・自由主義的成り立ちだが 

積極的な削刈殺をど問う時代


.、

川削除
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.報告:

1.全国理事会(正木)配布� r2006年度会開理事会議事

録j承認� 

2東部{内田}別紙「第38回総会資料jに基づき報告� 

3.中部(佐キ木}別紙「日本福音主義神学会小部部会

報告」に基づき報告� 

4.西部(正木)別紙「西部理事会議事録J 06年� 11月27
段、� 12月28呂、� 07年 4月23Elと?総会議事録J 07 
年 4月 23B 、f研究会議案内J 06年� 11月 27Bと07

年 4月23臼に基づき報告� 

5.学会誌(松i落))JIJ紙El本福音主義神学会総集委員

会報告J，こ基づき報告� 

• 37号� :13次に説教担当の工藤弘雄氏の名の記載漏

れ。説教の内容は載っている� 

.38号:中村健之介氏への執筆依頼を襲安念。 代案と

して安村仁志中務理事長が執筆考慮中。巻頭tきは
事者全国理事長に依頼。編集委員長市川E軽量1J1えは西

部の理事長となったが委員長継続� 

6.会計{鷹取)� 

、、，〆	 .)JIJ紙� ro本福音主義練学会全国会計2∞S王子度決

算報告jに基づいて報告承認

号号を発行した2ニュース〈佐今本)]ETS 7. 
8.全国研究会議準備会報告〈審議のところで…話事長?を}� 

9.その他特iこなし

温審議 
  
1役員構成確認 今年度の方針 

-全国理事長は 5 月 28 日東部総会で選飴~れる新東
部理事長が就任するc 書記、会計は留任

-今年度は来年の全国研究会議に向かつて励む 

2全員会計予算 別紙予算案;本認

-特筆:2007年度から「全国綴究会議費jに毎年 10

万円計上。� 2008年は会議準嫡金を都合207J内を

凋催部会に拠出、以後は3主Fに一度開催なら都合� 

30万円を準備金とし開催部会に拠出� 

.	r日本福音主義神学会J名義の郵便振替口阪を今

後入金等に用いられたい。� 01140.6.32221 

3.学会誌

・39号のテーマ案:組織神学や聖書神学のテーマ、

崩壊しつつある家庭、福音主義神学の行方

.例年全国会計から拠出する学会誌出版費の会計報

告は毎年全国会計へ報告する。

ニュース]ETS 4. 

、、../� ・全同新理事長の巻頭言、全国理事会報告、会計報

告・予算を佐今木氏まで提出のこと(締切7月末J

他の原稿は佐今木氏が整え、� 9月発行予定ζ� 

5.全国研究会議

・西部理事会の棺談内容を踏まえた本日午前の金問

研究会議相談会(別紙:報告書1の簡単な説明の

あと質疑応終と審議のときを持った。

ー準備委員会:構成は丙部E理事全員と、本年各総会

で選出する東部委員 名、内部委員� 名。必妥なa

ら随時準備招談会開催"f 
6.次{可金属理事会予定� 

.	2008年6月2日:月) 午後 2 符~5時 :r，u経国

鉄会館会議室7滞ひかり

話集者:全国新理事長

.閉会祈り市JII 

-E霊安秀選定;-.・圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃E

さ;学会誌委員

東部:本r);Jf事嘉、藤本溺〈会計〉 
  
rp認:絞i議機(書記)、壊原久III


側部:市JII燦則(編集長主人当岩然 務� 

②31券発行

特集テ…マ「量産数J 2006年� 12月発行

論文 渡辺際炎氏‘奇襲ヨド昭夫氏、内田和語審氏、選手 文
勝氏、牧僚主苦手話氏、象者台;修治氏、坂ヱド 誠氏、~ 

JII生日文氏

考委妥質遂 熊本泌氏(会関統究会織の総括) 

説教 主連事弘ま章氏(1j'!:際紛究会議の僚会礼拝}


ミ李総事警特集「民家の笈教~考える j
審員繁華雪 言寄与時議行1':(主主主主ミッシ藷ン務究所長若ヲ室長の

務究会るらの波数議議}

手写室電喜等一氏{総資ク)1>-t!'ーに簿学校校祭号事

の絞殺令i議しての3主教諭}

緩泌チヒ努よえ{日本3芝教の文事量化}

モニエカ・ブルッテ)1>!毛{ドイツ人笈数量普から見

た日本3主教諭)

言警長手� i愛媛久成氏(]・ペリカン繁 f委主獲量ミJ1、11) 
牧野総長葉氏{銭安全主主総務f務総会味わうJL 11) 

巻頭誉 会問理機差是

あとがき 市Jl I~軽剣ヱミ
発行予定お� 2007年� 12fl 
おそ子テーマ〈予定)

1.環境紛機・El然と倫理理� 

2.病気と癒し� 

3.その他

-~~・齢量隠震灘間開叡揖磁繋濯.i.lt洛努率靖暗部議・・・・・

日時:2007年� 5fJ7El (fl) 
場所:名市経悶鉄会館会議後� 

l:f:Il 内問手日滋氏、倉沢民間I常務:策泌総会 J!'(;

中部総会状j織 剛氏、依々木保雄氏 


日哲郎官s余 波*牧人J'(;

主殺について

関節郎会期堅持43での相談内絡を時まえて、話し合い

が予をたれ「日本における伝滋Jという� :t瓶に決定したの

具体的な内紛について検討ちれ以下のように機められ

た。

1.級官{ぷi認の内幸子� 

誌のl'1lぃヂi説資{ええt2. 
3.十録音'1ぷ滋の受袋詰す� 

4.悩おf云IEi.の総3た� 
5.総括

準備委討会について

構成員l止、泌総書s1違法壌を辞令段と;次泌総会、ゆ泌総会

各.~，こよって持意見交~れる。必望書に/;è.;じて隊待機備委
員会を関i緩寸るし

等、� 

-
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日本福音主義神学会 全国 余計

2006年慶決算報告 および� 2007年度予算

収入の部

項 目� 2006年度予欝� 2006年護決算� 2007年度予算

東部分担金� 450，000 450，000 450，000 

中部分担金� 70，000 70，000 70，000 

岡部分担金� 390，000 390，000 390，000 

学会誌売上� 150，000 74，372 150，000 

1ζ告i法入� 150，000 190，000 150，000 

献金� O O 

雑収入� O O O 

前年変繰轄� 795，417 795，417 925，125 
ぷ口〉、 言ト 2，005，417 1，969，789 2，135，125 

、、岬.，� 

支よちの部

現 話� 2006年度予算� 2006年度決算� 2007年度予算

学会誌出版費� 900，000 900，000 900，000 

全国理事会費� 150，000 109，940 150，000 

事務通信費� 10，000 3，599 10，000 

日一叫ニL 、発行費� 30，000 31，125 30，000。研究助成費� 30，000 30，000 

全国研究会議費� O O 100，000 

名簿作成費� O O O 

雑費・予{藷費� 885，417 O 915，125 

次年震繰越� O 925，125 O 

i口k 計� 2，005，417 1，969，789 2，135，125 

〆w、鞠� 

総 計 現在額

|喋 日 金 額 項 日 金 額

出版基金� 1，208，421 郵f更援葬� 1，947，815 

次年度繰遮� 925，125 現金�  …4，269 

未収金� ]90，000 

〆E公I 2，133，546 ぷ口λ 2，133，546

ト
日本柑檎繍髄音註主義掛梓縛悦学轄会= 行
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設々木保雄
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